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第
21
回
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー

　

西
宮･

芦
屋
支
部
は
４
月
５
日
、
西
官
市
民

会
館
で
、
第
21
回
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー
「
患

者
さ
ん
と
の
や
り
取
り
で
気
を
つ
け
る
こ
と
」

を
開
催
。
講
師
は
弁
護
士
の
鵜
飼
万
貴
子
先
生

(

大
阪
市
・
米
田
泰
邦
法
律
事
務
所
）
が
務
め
、

33
人
が
参
加
し
た
。
司
会
を
務
め
た
半
田
伸
夫

先
生(

西
宮
市
・
半
田
医
院)

か
ら
い
た
だ
い

た
当
日
の
ま
と
め
を
紹
介
す
る
。

　

桜
満
開
の
４
月
５
日
、
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ

ナ
ー
が
西
宮
市
で
開
催
さ
れ
た
。
演
者
は
い
つ

も
ご
講
演
い
た
だ
い
て
い
る
弁
護
士
の
鵜
飼
万

貴
子
先
生
で
あ
る
。

　

昭
和
23
年
法
律
第
２
０
１
号
医
師
法
の
第
19

条
に
は
「
診
療
に
従
事
す
る
意
思
は
診
療
治
療

の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
正
当
な
事
由
が

な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。
」
と

あ
る
。
こ
れ
は
医
師
の
「
応
召
義
務
」
と
言
わ
れ
、

長
ら
く
医
師
を
縛
っ
て
き
た
法
律
で
あ
る
。
こ

の
解
釈
を
中
心
に
今
回
は
お
話
を
い
た
だ
い
た
。

　

ま
ず
医
師
法
は
公
法
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

こ
の
義
務
違
反
は
対
患
者
に
生
じ
る
も
の
で
な

く
、
対
国
に
対
し
て
生
じ
る
も
の
で
あ
る
と
説

明
さ
れ
た
（
平
成
17
年
東
京
地
方
裁
判
所
判
例
）
。

つ
ま
り
、
患
者
が
応
召
義
務
違
反
と
し
て
医
師

を
直
接
訴
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
そ
う
だ
。
こ

の
こ
と
を
知
ら
な
い
医
師
は
多
く
、
私
も
含
め

て
ず
い
ぶ
ん
と
安
堵
し
た
。

　

で
は
、
実
際
の
解
釈
は
ど
う
か
と
い
う
と
、

昭
和
24
年
の
厚
生
省
医
務
局
通
知
に
よ
る
と
、

　

(1) 

患
者
に
与
え
る
べ
き
必
要
に
し
て
十
分
な

診
療
と
は
、
医
学
的
に
適
正
な
も
の
を
い
う
。
入

院
を
必
要
と
し
な
い
も
の
ま
で
を
入
院
さ
せ
る
必

要
は
な
い
。
(2)
診
療
を
拒
め
る
正
当
な
事
由
に
関

し
て
は
、
①
医
業
報
酬
が
不
払
い
で
あ
っ
て
も
直

ち
に
こ
れ
を
理
由
と
し
て
診
療
を
拒
む
こ
と
は
で

き
な
い
。
②
診
療
時
間
を
制
限
し
て
い
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
理
由
と
し
て
急
施
を
要
す

る
患
者
の
診
療
を
拒
む
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
③

緊
急
に
治
療
を
要
す
る
患
者
の
あ
る
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
近
辺
に
他
の
診
療
に
従
事
す
る
医
師
ま

た
は
歯
科
医
師
が
い
な
い
場
合
に
は
、
や
は
り
診

療
の
求
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
④
天
候
の

不
良
な
ど
も
事
実
上
往
診
の
不
可
能
な
場
合
を
除

い
て
は
「
正
当
の
事
由
」
に
は
該
当
し
な
い
。
⑤

医
師
が
自
己
の
標
榜
す
る
診
療
科
以
外
に
属
す
る

疾
病
に
つ
い
て
診
療
を
求
め
ら
れ
た
場
合
も
、
患

者
が
こ
れ
を
了
承
す
る
場
合
は
、
一
応
正
当
の
理

由
と
認
め
得
る
が
、
了
承
し
な
い
で
依
然
診
療
を

求
め
る
と
き
は
、
応
急
の
処
置
そ
の
他
で
き
る
だ

け
の
範
囲
の
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

あ
る
。

　

そ
の
後
、
実
際
の
判
例
と
し
て
、
歯
科
医
師
に

対
し
て
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
し
て
診
療
を
迫
っ
た

例
で
、
応
召
義
務
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
判
例
（
患

者
の
求
め
は
、
個
人
的
な
も
の
で
、
診
療
拒
否
に

は
当
た
ら
な
い
）
が
示
さ
れ
た
。
「
診
療
に
お
け

る
信
頼
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
」
は
応
召
義
務
に

も
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

　

実
際
に
訴
訟
を
起
こ
し
た
患
者
な
ど
の
診
療
を

回
避
す
る
た
め
に
、
平
成
23
年
弘
前
簡
易
裁
判
所

で
の
判
例
で
は
、
応
召
義
務
に
か
か
わ
る
正
当
事

由
と
し
て
、
(1)
信
頼
関
係
が
失
わ
れ
た
と
き
、
(2) 

患
者
の
診
療
治
療
に
緊
急
性
が
な
く
、
(3)
代
替
す

る
医
療
機
関
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
医
師
ま
た

は
医
療
機
関
が
こ
れ
を
拒
絶
し
て
も
正
当
事
由
と

解
す
る
の
が
相
当
と
し
た
。

　

こ
れ
ら
実
例
を
混
じ
え
な
が
ら
、
ま
と
め
と
し

て
、
(1)
応
召
義
務
は
国
と
の
関
係
、
(2)
医
療
を

拒
否
し
た
の
は
医
師
か
、
医
事
課
長
か
、
(3)
診
療

契
約
は
成
立
し
て
い
た
か
、
(4)
患
者
の
求
め
は
診

療
治
療
だ
っ
た
の
か
、
(5)
患
者
か
ら
診
療
を
打
ち

切
っ
て
い
な
い
か
、
(6)
診
療
契
約
は
終
了
し
て
い

な
い
か
、
(7)
治
療
の
必
要
性
が
あ
る
か
、
(8)
拒
否

の
正
当
事
由
は
な
い
か
、
と
さ
れ
た
。

　

ま
た
患
者
が
果
た
す
べ
き
義
務
と
し
て
、
(1) 

診
療
報
酬
支
払
い
義
務
（
む
ろ
ん
直
ち
に
拒
否
で

き
な
い
が
、
再
三
勧
告
し
て
も
守
ら
な
け
れ
ば
正

当
事
由
と
な
る
）
、
(2)
診
療
協
力
義
務
が
あ
り
、

こ
れ
ら
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
応
召
義

務
は
成
り
立
た
ず
、
診
療
を
拒
否
し
て
も
か
ま

わ
な
い
、
と
話
さ
れ
た
。

　

医
師
・
医
療
機
関
が
、
応
召
義
務
を
果
た
せ

な
い
と
し
て
、
患
者
さ
ん
に
出
す
文
書
と
し
て

は
、
(1)
治
療
に
は
医
師
と
患
者
の
信
頼
関
係
が

必
要
、
(2)
適
切
な
医
療
行
為
を
行
え
な
い
、
(3) 

医
師
か
ら
見
て
治
療
の
必
要
性
を
認
め
ら
れ
な

い
、
他
の
患
者
に
対
す
る
診
療
契
約
を
担
っ
て

お
り
、
同
患
者
の
た
め
に
他
の
患
者
の
診
療
行

為
が
で
き
な
く
な
る
等
が
応
召
義
務
を
断
る
と

き
の
正
当
な
事
由
の
雛
形
と
な
る
と
の
こ
と
。

　

理
不
尽
な
診
療
要
求
に
対
し
て
応
じ
な
く
て

も
、
応
召
義
務
違
反
に
は
な
ら
な
い
こ
と
が
示

さ
れ
、
き
わ
め
て
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ

た
。

 
 
 
 
 
 
 
 

【
西
宮
市
・
半
田
医
院　

半
田 

伸
夫
】

会場からは熱心な質問も多数寄せられ、有意義なセミナーとなった

ＣＰＲ（心肺蘇生）講習会
【日　時】　6月7日 ( 土 )15時～ 17時

【会　場】　保険医協会６階会議室

【テーマ】　「いざという時のために」

【協　力】　日本ＢＬＳ協会

【定　員】　40 名（先着順）
医師・歯科医師はもちろんスタッフの皆様もぜひご参加ください

◆上記企画のお申込み・お問い合わせは、協会事務局 岡林・山田・伊藤まで Tel；078-393-1803、Mail；yamada-t@doc-net.or.jp ◆

医
師
の
応
召
義
務
に
つ
い
て
判
例
に
基
づ
い
て
解
説

き
わ
め
て
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー

�第13回胸部 X-P読影会　　

 日時 ：6月19日 ( 木 ) 20時～

 会場 ：西宮渡辺心臓・血管センター

 
講演：「陳旧性肺結核患者の　　　　　
　　　  経過観察中の変化について」　　
 講師： 尼崎市・はら内科クリニック 原 秀樹 先生

　特別講演の後は参加の先生に持ち寄っていただいた胸部写真の

　検討会を行います。検討したい胸部写真をご持参ください。
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　日　時 ：3月 19日 (土 ) 15 時～ 17時

　会　場 ：西宮市立勤労会館 8階会議室

　テーマ ：「医事紛争を避けるために」
　講　師 ：米田泰邦法律事務所

　　　　　　　弁護士　鵜飼 万貴子　先生

　司　会 ：西宮市・半田医院　半田 伸夫　先生

講師を務めたヒロ村上こと村上先生

　

２
月
22
日
、
西
宮
市
民
会
館
で
「
医
院
に
お

け
る
お
困
り
事
よ
ろ
ず
相
談
会
～
医
療
関
係
者

の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ

フ
勉
強
会
を
開
催
し
、
医
師
・
歯
科
医
師
ら

12
人
が
参
加
し
た
。
講
師
を
務
め
た
ユ
ニ
コ
の

森
・
村
上
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
で
Ｎ
Ｌ
Ｐ

ト
レ
ー
ナ
ー
＆
ブ
レ
イ
ン
ジ
ム
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
村
上
博
先
生
（
ヒ
ロ
村
上
氏
）
か
ら
い

た
だ
い
た
ま
と
め
を
紹
介
す
る
。

　

日
常
生
活
の
中
で
、
我
々
が
遭
遇
す
る
ス
ト

レ
ス
は
、
実
は
「
我
わ
れ
自
身
が
自
分
の
中
に

作
り
出
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
気

づ
き
を
生
む
こ
と
を
目
的
に
、
今
回
の
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
８
医
療
機
関
か
ら
、

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
・
看
護
師
・
事
務
ら

12
人
で
し
た
。

　

研
修
の
中
で
は
、
「
無
理
難
題
を
言
う
患
者
役
」

に
、
実
際
に
そ
の
患
者
さ
ん
の
応
対
を
し
た
ス

タ
ッ
フ
さ
ん
に
演
じ
て
い
た
だ
き
、
違
う
出
席
者

に
ク
リ
ニ
ッ
ク
側
の
ス
タ
ッ
フ
役
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

中
で
、
何
が
自
分
や
相
手
に
抵
抗
を
生
ん
で
い
る

の
か
考
察
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

我
々
の
中
で
抵
抗
を
生
む
の
は
、
自
分
が
し
て

い
る
作
用
が
反
作
用
と
な
っ
て
返
っ
て
き
て
い
る

こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
従
っ
て
、
自
分
の
作
用

を
弱
め
た
り
作
用
の
仕
方
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
反
作
用
す
な
わ
ち
抵
抗
も
減
っ
て
く
る
も
の

で
す
。

　

研
修
を
通
じ
て
、
相
手
の
「
理
不
尽
に
思
え
る

行
動
や
言
動
の
奥
」
に
潜
む
「
肯
定
的
意
図
」
に

ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
っ
た
く
違
っ

た
次
元
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
こ
と

を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

と
に
か
く
忙
し
い
日
常
で
忘
れ
が
ち
な
、
「
気

づ
き
が
大
切
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
伝
わ
っ
て

い
れ
ば
、
演
者
と
し
て
幸
い
と
思
い
ま
す
。

【
西
宮
市
・
ユ
ニ
コ
の
森
村
上
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上 

博
】

メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
勉
強
会

世
話
人
会
だ
よ
り

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
４
月
25
日
に
西
宮
医

療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
６
人
が
参
加

し
た
。

【
報
告
】

①
第
21
回
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー
（
４
・

５
）

②
支
部
お
花
見
会
（
４
・
５
）

③
英
語
で
診
療　

M
e
d
i
c
a
l
 
E
n
g
l
i
s
h
 

＃
40

（
４
・
18
）

【
予
定
・
企
画
】

①
新
規
開
業
医
交
流
会
（
５
・
10
）

②
放
射
線
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ぞ
み
見
学
会
（
５
・

13
）

③
市
民
公
開
文
化
講
演
会
（
５
・
17
）

④
Ｃ
Ｐ
Ｒ
講
習
会
（
６
・
７
）

⑤
第
13
回
胸
部
Ｘ
ー
Ｐ
読
影
会
（
６
・
19
）

⑥
酒
蔵
見
学
会
（
６
・
21
）

⑦
第
31
回
漢
方
研
究
会
（
６
・
28
）

⑧
第
34
回
支
部
総
会
記
念
市
民
公
開
講
演
会

（
７
・
19
）

⑨
第
25
回
日
常
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

【
協
会
行
事
】

①
第
85
回
評
議
員
会
（
５
・
18
）

②
第
46
回
総
会
（
６
・
15
）

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜

日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や

企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※お申込み・お問い合わせは、協会事務局  岡林・山田・伊藤  Tel:078-393-1803 まで

日
常
で
忘
れ
が
ち
な
気
づ
き
が
大
切

  西宮 ･ 芦屋支部 第 34 回総会記念市民公開企画

 小出裕章氏が語る
　子どもたちの未来と大人たちの責任
 日　時 ：7月19日 ( 土 ) 14時30分～（14 時開場）   

 会　場 ：西宮市立勤労会館大ホール

 お話し : 京都大学原子炉実験所助教　小出 裕章　氏

 
定　員

 
：
 
400 人（要事前申し込み）

講師を務めた岩下先生 (右 )、川﨑先生（中）、中島先生（左）

２
０
１
４
年
診
療
報
酬
改
定
研
究
会
（
医
科
）

医
療
費
抑
制
あ
り
き
の
内
容
が
明
ら
か
に

　

３

月

25

日
、

西

宮

市

立

勤

労

会

館

で

２
０
１
４
年
診
療
報
酬
改
定
研
究
会
を
開
催
し
、

医
師
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
ら
１
８
５
人
が

参
加
。
大
森
公
一
先
生
（
西
宮
市
・
大
森
内
科

医
院
）
が
挨
拶
、
林
田
英
隆
先
生
（
西
宮
市
・

林
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
情
勢
報
告
を
行
い
、
岩

下
敬
正
先
生
（
西
宮
市
・
岩
下
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
）
、
川
﨑
史
博
先
生
（
西
宮
市
・
川
﨑
医
院
）

と
中
島
敏
雄
先
生
（
西
宮
市
・
中
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

が
、
講
師
を
務
め
た
。

　

研
究
会
で
は
、
保
団
連
発
行
書
籍
『
点
数
表

改
定
の
ポ
イ
ン
ト
』
を
用
い
、
新
設
項
目
な
ど

を
中
心
に
改
定
内
容
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

解
説
。
今
次
改
定
は
、
「
入
院
か
ら
在
宅
へ
」
の

誘
導
を
強
引
に
推
し
進
め
な
が
ら
、
「
同
一
建
物

居
住
者
」
へ
の
在
宅
診
療
の
点
数
を
大
幅
に
引

き
下
げ
る
な
ど
、
医
療
費
抑
制
あ
り
き
の
内
容

で
あ
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

　

会
場
か
ら
は
「
同
一
建
物
居
住
者
」
訪
問
診

療
料
や
、
新
設
さ
れ
た
向
精
神
薬
多
剤
投
与
な

ど
、
医
療
現
場
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
項

目
に
つ
い
て
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
講
師
が
丁
寧
に

答
え
た
。

　

ま
た
、
窓
口
負
担
軽
減
な
ど
を
求
め
る
請
願
署

名
の
協
力
が
訴
え
ら
れ
、
会
場
か
ら
多
く
の
署
名

が
寄
せ
ら
れ
た
。


